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１．黒毛和種 

 

（１）種付頭数 

 種付頭数は第１表に示すとお

り、成雌牛の約 64.5％であるが、

岡山、和気、倉敷、笠岡農林の各

管内はいずれも 50％以下で農家

の和牛の繁殖にはそれほど魅力

を感じていないことを示してお

り、勝山、新見農林管内はその比

率が高く、関心が極めて高いこと

をものがたっている。換言すれば

山間農家にとっては和牛生産も

重要な収入源であることを指唆

している。 

（２）前年度種付頭数との比較 

 一般に商

品の生産数

量はその市

況の影響を

受けるのが

通例である

ので、この

点からその頭数の増減についてみると、前年の子牛

の市況は第２表に示すごとく 36 年に比較すると約

11,000 円から安かったのであるが、前年に比較して

種付頭数の増加がみられるのは新見、勝山、美作の

各管内で、いずれも県下の主要生産

地帯である。又津山は 98.9％と若干

の減少が見られるが、これは特に久

米郡南部の影響のためと考えられる。 

 一方県南部一帯の地域はいずれも

相当の減少が見られ、従来にもまし

て生産地の集約化傾向が見られる。 

（３）人工授精の普及率 

 人工授精の普及率は県下全体でみ

ると 80％である。このことは特に和牛は交通不便な

山間へき地にも相当飼養されている関係で、100％の

普及をのぞむことは無理であるが、特に美作の

62.6％津山の 73.9％はいずれも過当に低い数字であ

り、優良な種雄牛を有効的に利用することが必要で

あると考えられる。 

 

２、乳用牛 

 乳用牛のうちホルスタインの種付頭数は16,902頭

で、前年の 15,123頭に比較して約 29％の伸びを示し

ており、ジャージーについても８％の伸びがみられ、

確実な増加が認められる。 

 


